
































を含む…(Nella quale si contengono tutte le voci di 






初頭に起きた「言語論争」 (Questione della lingua)と呼ば





























は 1546年、コジモ・ディ・メディチ＝コジモ 1世ii(Cosimo I de’ 
Medici 1519-1574)への献呈文には1558年との記載がある）、
アルンノの辞書を編纂するという企ては成功し、彼の死後も、
1612 年に至るまで 12 回にわたって版が重ねられている。早
稲田大学図書館では、同書の 1562 年版(戸山：F874 F43d  
三浦朱門氏寄贈)、1588 年版(中央：F873 00010)、1612 年





ば、初版の 1548 年版(本学未所蔵だが Google Books にて
バイエルン州立図書館の館蔵本がデジタル版にて閲覧可能)
では、引用している作家としてペトラルカ Petrarca、ダンテ
Dante 、 ボ ッ カ チ オ Boccacio 、 ア リ オ ス ト (Ludovico 











































ら、自身を Alumnus Musarum Franciscus(ムーサの生徒フランチ









iv 本学では 1976年に Licosa Reprints社によって刊行されたリプリ
ント版を所蔵している (中央：語 862 00051  6)。 
 
1612年版のタイトルページ 
